
一□

定
員
割
れ
の
状
況

大
学
・
短
大
の
危
機
は
地
方
の
短
大
か
ら
は
じ
ま
り
、
大
都
市
圏

・
首
都
圏
へ
と
迫
っ
て
い
く
と
予
測
さ
れ
た
。
京
阪
神
の
短
大
で
は

九
八
年
度
か
ら
定
員
割
れ
が
め
だ
ち
は
じ
め
た
。
そ
し
て
九
九
年
度

の
入
試
で
は
、
半
数
以
上
の
短
大
が
定
員
を
割
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

大
阪
府
下
を
例
に
と
る
と
、
私
立
短
大
三
十
八
校
の
う
ち
九
八
年
度

に
入
学
者
数
が
定
員
を
割
っ
た
の
は
十
二
校
だ
っ
た
。
九
九
年
度
に

な
る
と
、
推
薦
・
一
般
を
合
わ
せ
た
合
格
者
数
が
定
員
を
上
回
っ
た

の
は
わ
ず
か
十
四
校
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
一
般
入
試
の
志
願
者
数

が
公
募
推
薦
を
上
回
る
の
は
五
校
の
み
で
あ
る
。
推
薦
依
存
は
競
争

力
低
下
を
示
す
。
不
足
分
は
併
設
校
を
含
む
指
定
校
か
ら
の
推
薦
で

補
わ
れ
る
が
、
各
高
校
で
は
募
集
数
が
希
望
者
を
上
回
る
状
況
で
あ

り
、
応
募
数
は
年
々
減
少
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
条
件
を
勘
案
す
る

と
三
分
の
二
近
く
が
定
員
割
れ
の
可
能
性
が
あ
っ
た
。

短
大
の
減
少
は
か
な
り
急
激
で
あ
る
。
し
か
も
、
減
少
傾
向
は
女

子
大
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
『
蛍
雪
時
代
』
（
八
月
臨
時
増
刊
）

掲
載
の
女
子
大
の
入
学
者
数
に
も
と
づ
い
て
み
る
と
、
神
戸
山
手
女

子
（
定
員
充
足
率
〇
・
九
九
、
以
下
同
じ
）、帝
塚
山
学
院
（
〇
・
九

九
）、大
谷
女
子
（
〇
・
九
八
）、大
手
前
女
子
（
〇
・
九
六
）、大
阪
国

際
女
子
（
〇
・
九
二
）、神
戸
海
星
女
子（
〇
・
九
一
）、梅
花
女
子（
〇

・
八
九
）、園
田
学
園
女
子
（
〇
・
四
五
）
の
各
校
が
定
員
を
割
り
込

特
集
・
大
学
は
ど
こ
に
行
く
の
か

一
九
九
九
年
大
学
入
試
の
現
実

京
阪
神
地
域
を
検
証
す
る

大
阪
私
大
教
連
・
梅
花
学
園
教
職
員
組
合

柳
田
洋
一
郎

大学と教育 No．２６ ９９―１０
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ん
で
い
る
。
い
わ
ば
、
昨
年
の
短
大
と
同
様
の
初
期
症
状
で
あ
り
、

来
年
度
は
こ
う
し
た
傾
向
が
中
位
レ
ベ
ル
の
共
学
を
中
心
と
し
た
大

学
に
拡
大
す
る
可
能
性
が
高
い
。

二□

危
機
へ
の
疑
問

定
員
割
れ
状
況
を
目
前
に
し
て
、急
減
期
対
策
が
急
務
と
な
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
・
短
大
で
、
学
部
・
学
科
の
新
設
や
名
称
変
更
、

不
振
学
科
の
定
員
減
、
共
学
化
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
単
立
の
短

大
で
は
四
大
化
が
行
わ
れ
、
四
大
を
併
設
す
る
短
大
で
は
縮
小
・
廃

止
も
み
ら
れ
る
。

し
か
し
、
大
学
の
沿
革
と
改
組
転
換
の
状
況
を
み
て
い
る
と
、
共

学
化
・
四
大
化
は
必
ず
し
も
急
減
期
対
策
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
か

さ
れ
る
。
高
校
や
専
門
学
校
を
も
と
に
短
大
を
設
立
し
、
さ
ら
に
大

学
を
立
ち
上
げ
る
と
い
う
の
が
一
般
的
な
私
学
の
発
展
・
拡
大
の
形

態
だ
っ
た
。
社
会
の
高
学
歴
化
と
郊
外
開
発
の
流
れ
に
乗
っ
て
、
そ

う
し
た
拡
大
策
は
推
進
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
傾
向
が
最
近
の
サ
バ
イ

バ
ル
の
た
め
に
い
っ
そ
う
加
速
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
危
機
対
応
で
は
な
い
。
リ
ス
ク
を
と
も
な
っ
て
い
る
が
、
危
機

を
克
服
す
る
方
策
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

京
阪
神
地
区
で
概
観
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
大
阪
で
あ
る
。
四
天
王

寺
国
際
仏
教
大
は
天
王
寺
区
に
あ
っ
た
女
子
短
大
を
母
体
に
八
一
年

に
羽
曳
野
市
に
共
学
校
と
し
て
新
設
、
短
大
も
学
部
化
し
た
。
外
人

居
留
地
に
創
立
さ
れ
生
野
区
に
移
っ
た
プ
ー
ル
学
院
は
、
九
六
年
に

堺
市
の
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
移
転
し
共
学
四
大
化
し
て
い
る
。
八

〇
年
代
以
降
を
み
る
と
、
市
内
か
ら
大
阪
南
部
へ
の
移
転
が
め
だ
っ

て
い
る
。
す
で
に
大
谷
女
子
大
が
富
田
林
市
に
、
帝
塚
山
学
院
が
大

阪
狭
山
市
に
移
転
し
て
い
た
。

京
都
で
は
、
上
京
区
に
あ
っ
た
成
安
短
大
は
長
岡
京
市
に
移
転
、

さ
ら
に
九
三
年
に
大
津
市
仰
木
の
新
興
住
宅
地
に
共
学
四
大
を
立
ち

上
げ
短
大
も
共
学
化
し
た
。
同
じ
く
上
京
区
の
平
安
女
学
院
は
高
槻

市
南
平
台
の
住
宅
地
に
移
転
、
さ
ら
に
二
〇
〇
〇
年
に
滋
賀
県
守
山

市
に
四
大
を
新
設
す
る
。

兵
庫
で
は
、
女
子
神
学
校
に
は
じ
ま
る
西
宮
市
の
聖
和
大
が
八
〇

年
に
共
学
化
。
灘
区
の
神
戸
女
子
薬
科
大
は
九
四
年
に
改
称
し
て
共

学
化
。
女
子
短
大
を
母
体
と
す
る
加
古
川
市
の
兵
庫
大
も
九
五
年
共

学
化
し
て
い
る
。
八
七
年
三
木
市
に
開
学
し
た
関
西
女
学
院
短
大
は

九
八
年
に
共
学
の
関
西
国
際
大
を
新
設
し
短
大
を
学
部
化
し
た
。

最
近
の
動
向
を
み
る
と
、
実
務
系
の
大
阪
短
大
（
美
原
町
）
が
九

や
な
ぎ
だ
・
よ
う
い
ち
ろ
う
�
一
九
五
二
年
、
大
阪
府
生
ま
れ
�
主
な
著
書
、
論
文

に
『
秋
山
郷
の
民
俗
』
（
共
著
、
初
芝
文
庫
、
一
九
九
七
年
）、「『
平
家
物
語
』
の
童

帝
」（『
軍
記
物
語
の
窓

第
一
集
』
関
西
軍
記
物
語
研
究
会
編
、
和
泉
書
院
、
一
九

九
七
年
）
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八
年
に
南
大
阪
大
学
と
な
る
。
九
九
年
に
は
女
子
師
範
同
窓
会
の
創

立
に
よ
る
常
磐
会
（
平
野
区
）
が
共
学
四
大
化
し
て
い
る
。
二
〇
〇

〇
年
に
は
福
知
山
市
の
京
都
短
大
は
京
都
創
成
大
に
な
る
。
関
西
空

港
近
く
に
あ
る
大
阪
明
浄
（
熊
取
町
）
は
観
光
学
部
を
新
設
す
る
。

大
手
前
女
子
大
（
西
宮
市
）
は
校
名
か
ら
女
子
を
外
し
て
共
学
化
す

る
。
バ
ブ
ル
期
に
鳴
り
物
入
り
で
新
装
さ
れ
経
営
破
綻
に
至
っ
た
姫

路
学
院
短
大
（
福
崎
町
）
は
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
近
畿
福
祉
大
が
立

ち
上
が
る
。
さ
ら
に
二
〇
〇
一
年
以
降
に
は
、
大
阪
薫
英（
摂
津
市
）、

大
阪
成
蹊
（
東
淀
川
区
）、羽
衣
学
園
（
堺
市
）
な
ど
の
共
学
化
を
含

む
四
大
化
構
想
が
続
い
て
い
る
。

三□

競
争
の
勝
者

短
大
・
女
子
大
は
、
依
然
と
し
て
成
長
過
程
に
あ
る
。
短
大
学
生

の
多
く
は
女
子
で
あ
り
、
女
子
大
と
と
も
に
戦
後
社
会
に
残
っ
て
い

た
性
差
別
の
な
か
で
女
子
の
高
等
教
育
・
職
業
教
育
を
保
障
し
て
き

た
。
し
か
し
、
私
学
経
営
は
そ
の
役
割
に
甘
ん
じ
て
き
た
わ
け
で
は

な
い
。
短
大
か
ら
女
子
大
へ
、
そ
し
て
共
学
へ
。
そ
の
成
長
は
当
然

な
が
ら
学
生
数
の
増
大
を
と
も
な
っ
て
い
た
。
進
学
率
の
上
昇
は
確

実
な
追
い
風
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
成
長
神
話
に
お
い
て
は
、
十
八

才
人
口
減
す
ら
成
功
の
契
機
と
な
っ
た
。
逆
境
は
競
争
を
激
化
さ
せ

る
か
ら
で
あ
る
。

競
争
を
語
る
う
え
で
、勝
者
を
挙
げ
て
お
く
の
が
分
か
り
や
す
い
。

京
阪
神
の
女
子
大
で
は
、
武
庫
川
女
子
大
の
前
期
入
試
志
願
者
が
前

年
比
一
一
五
％
と
い
う
驚
異
的
な
増
加
を
示
し
た
。
志
願
者
九
千
四

百
三
十
五
人
で
五
千
三
十
六
人
の
増
加
で
あ
る
。ほ
ど
よ
い
難
易
度
、

幅
広
い
学
科
構
成
、
通
学
の
利
便
性
が
人
気
の
ポ
イ
ン
ト
と
さ
れ
て

い
る
。
武
庫
川
は
短
大
で
も
強
か
っ
た
。
女
子
大
と
短
大
の
学
科
構

成
が
重
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
双
方
と
も
爆
発
的
な
志
願
者
を
集

め
た
。学
科
が
重
な
る
と
内
部
で
の
食
い
合
い
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

そ
う
し
た
他
校
を
尻
目
に
、
武
庫
川
は
女
子
大
全
体
の
パ
イ
と
短
大

全
体
の
パ
イ
を
そ
れ
ぞ
れ
大
食
い
し
た
。
需
要
が
縮
小
す
る
な
か
で

一
人
勝
ち
し
た
の
で
あ
る
。
短
大
志
願
者
上
位
は
、
武
庫
川
短
大
部

六
千
五
百
八
人
、
関
西
外
大
短
大
部
五
千
三
百
八
十
五
人
、
京
女
四

千
五
百
十
二
人
。
デ
ー
タ
の
出
て
い
る
京
阪
神
短
大
の
志
願
者
総
数

に
対
し
て
実
に
三
一
％
を
こ
の
三
校
で
占
め
て
い
る
（
定
員
比
一
七

％
）。四□

女
子
大
ラ
ン
キ
ン
グ

九
九
年
度
入
試
の
京
阪
神
女
子
大
の
状
況
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

〔
志
／
定
〕
は
推
薦
・
一
般
の
志
願
者
数
を
定
員
で
割
っ
た
も
の
、

〔
増
減
率
〕
は
二
月
入
試
で
の
前
年
比
、
〔
新
入
生
〕
は
新
入
生
総

数
を
定
員
で
割
っ
た
も
の
で
、
定
員
充
足
率
を
示
す
。（
デ
ー
タ
は
、
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大
阪
予
備
校
・
大
阪
北
予
備
校
、
代
々
木
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
旺
文
社
に

よ
っ
た
）

上
位
八
校
の
う
ち
京
女
・
同
女
・
京
都
橘
・
神
戸
女
子
・
神
戸
女

学
院
の
五
校
は
、
志
願
者
を
減
ら
し
な
が
ら
も
定
員
比
三
倍
以
上
は

キ
ー
プ
し
て
い
る
。
ま
た
、
昨
年
よ
り
志
願
者
を
増
や
し
た
武
庫
川

・
大
阪
樟
蔭
・
甲
南
女
の
三
校
は
知
名
度
と
入
り
や
す
さ
が
追
い
風

に
な
っ
た
。「
共
学
志
向
に
よ
る
女
子
大
か
ら
有
名
共
学
へ
の
流
れ
」

と
「
四
大
志
向
に
よ
る
短
大
か
ら
の
流
れ
」
が
錯
綜
し
て
い
る
。

九
位
の
神
戸
松
蔭
以
下
は
志
願
者
減
が
大
き
い
。
志
願
者
が
「
共

学
校
」
へ
流
れ
、
「
短
大
か
ら
の
流
れ
」
も
吸
収
で
き
な
か
っ
た
。

と
く
に
、
神
戸
松
蔭
・
光
華
・
梅
花
・
大
谷
女
子
の
減
少
め
だ
つ
。

定
員
に
対
す
る
志
願
者
数
は
三
倍
を
下
回
る
と
苦
し
い
。

五□

ひ
し
め
く
神
戸

女
子
大
二
十
校
の
う
ち
半
数
の
十
校
が
尼
崎
・
西
宮
・
神
戸
に
あ

る
。
鈴
蘭
台
に
あ
る
神
戸
親
和
を
除
く
と
尼
崎
の
園
田
か
ら
須
磨
の

神
戸
女
子
大
ま
で
九
校
が
ほ
ぼ
一
直
線
に
並
ん
で
い
る
。
甲
南
女
子

の
近
く
に
は
Ｊ
Ｒ
甲
南
山
手
駅
が
新
設
さ
れ
た
。
阪
神
大
震
災
で
は

神
戸
女
学
院
や
大
手
前
が
被
害
を
受
け
た
が
速
や
か
な
復
興
で
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
て
い
る
。
大
ブ
レ
ー
ク
し
た
武
庫
川
は
西
宮
市
の
東
端

に
あ
り
大
阪
か
ら
の
通
学
者
も
多
い
。
し
か
し
、
立
地
だ
け
で
は
な

い
。
武
庫
川
よ
り
大
阪
に
近
い
園
田
学
園
女
子
は
大
き
く
減
ら
し
て

い
る
。
一
般
入
試
の
志
願
者
が
公
募
推
薦
を
下
回
り
、
し
か
も
志
願

新入生

公表せず
１．０７
１．０６
公表せず
１．１３
１．３
１．２５
１．２４
１．０２
１．１
１．２６
０．９９
０．９９
０．９１
１．１２
０．８９
０．９６ ２０００年共学化
０．９２
０．９８
０．４５

増減率

－１３
１１５
－２７
－１９．３
－１２
２４．８
－９．６
０．１

－４２
－４０
－２７
－
５．１

－２５
－１０
－４６
－
－
４１．７
－

志／定

９．１
８．７１
６．３４
５．５５
４．５７
４．１
３．４５
３．６７
３．０８
２．８８
２．５８
２．０８
２．０７
２．０６
２．０３
１．８８
１．６１
１．４２
１．０４
０．６９

所在地

京・東山
西宮
京田辺
京・山科
神・須磨
東大阪
西宮
神・東灘
神・灘
京・右京
神・北
神・中央
大阪狭山
神・灘
京・左京
茨木
西宮
守口
富田林
尼崎

１ 京都女子
２ 武庫川女子
３ 同志社女子
４ 京都橘女子
５ 神戸女子
６ 大阪樟蔭女子
７ 神戸女学院
８ 甲南女子
９ 神戸松蔭女子
１０光華女子
１１神戸親和女子
１２神戸山手
１３帝塚山学院
１４神戸海星女子
１５ノートルダム
１６梅花女子
１７大手前
１８大阪国際女子
１９大谷女子
２０園田女子
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者
総
数
が
定
員
に
達
し
て
い
な
い
。
内
部
進
学
や
指
定
校
推
薦
な
ど

で
埋
め
ら
れ
な
い
状
況
だ
っ
た
。

園
田
は
九
六
年
に
国
際
文
化
学
部
を
新
設
し
た
。
文
化
学
科
と
言

語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
。
文
化
学
科
は
「
日
本
の
文
学
と
芸

能
専
攻
・
日
本
の
歴
史
と
民
俗
専
攻
・
比
較
生
活
文
化
専
攻
」、言
語

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
は
「
日
本
語
専
攻
・
英
語
専
攻
・
情
報

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
」
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
内
容
を
み
る

と
人
文
系
の
組
み
替
え
の
域
を
出
て
い
な
い
が
、
既
存
の
人
材
を
ベ

ー
ス
に
し
た
改
組
で
は
や
む
を
え
な
い
。
硬
式
テ
ニ
ス
で
は
全
国
的

に
名
を
知
ら
れ
て
い
る
。
情
報
教
育
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
激
減
で
あ
っ
た
。

阪
神
間
で
は
、
大
手
前
も
苦
戦
し
て
い
る
。
大
阪
の
専
門
学
校
を

母
体
に
し
て
お
り
、
女
子
大
は
六
六
年
に
西
宮
市
に
開
学
、
短
大
も

八
六
年
に
伊
丹
市
に
移
転
し
て
い
る
。
神
戸
の
女
子
大
で
は
地
元
で

の
歴
史
が
も
っ
と
も
浅
い
。
今
年
か
ら
文
学
部
を
人
文
科
学
部
に
改

組
し
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
大
手
前
大
学
に
改
称
し
共
学
化
す
る
。
ま

た
、
短
大
の
秘
書
科
を
廃
止
し
、
社
会
文
化
学
部
（
人
間
環
境
学
科

・
社
会
情
報
学
科
）
を
新
設
す
る
。
現
在
、
沿
線
私
鉄
の
全
面
吊
り

広
告
で
男
女
共
学
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

神
戸
山
手
大
は
短
大
を
母
体
に
今
年
新
設
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ

る
。
こ
ち
ら
は
女
子
の
み
で
、
人
文
学
部
環
境
文
化
学
科
で
あ
る
。

開
学
初
年
で
ほ
ぼ
定
員
を
満
た
し
た
と
み
る
べ
き
か
、
下
位
低
迷
が

続
く
前
兆
と
み
る
か
、
予
断
を
許
さ
な
い
。

六□

京
阪
神
の
違
い

神
戸
の
競
争
は
武
庫
川
の
独
り
勝
ち
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
八
・

七
倍
の
志
願
者
を
集
め
て
も
入
学
者
は
定
員
に
縛
ら
れ
る
の
だ
か

ら
、近
隣
女
子
大
に
は
武
庫
川
の
志
願
者
を
呼
び
込
む
利
点
も
あ
る
。

大
規
模
店
と
商
店
街
の
共
存
に
み
ら
れ
る
効
果
が
生
ま
れ
れ
ば
、
独

り
勝
ち
は
他
校
の
敗
北
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
京
都
で
は
京
女
・
同
女
が
上
位
を
占
め
、
歴
史
・
文
化
財

と
女
性
学
に
特
色
を
出
し
た
京
都
橘
が
続
い
て
い
る
。
京
都
橘
は
急

増
期
に
校
名
に
「
京
都
」
を
冠
し
て
山
科
区
に
あ
り
な
が
ら
幅
広
い

志
願
者
を
集
め
た
実
績
が
あ
る
。
京
都
市
地
下
鉄
の
開
通
に
よ
り
市

バ
ス
系
統
が
全
廃
さ
れ
か
え
っ
て
ア
ク
セ
ス
が
悪
く
な
っ
た
。
し
か

し
、
京
都
の
大
学
間
連
携
を
活
用
し
て
知
名
度
を
上
げ
て
い
る
。
ノ

ー
ト
ル
ダ
ム
女
子
大
も
京
都
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
子
大
に
改
称
す
る
。

文
学
部
（
英
語
英
文
・
生
活
文
化
）
を
人
間
文
化
学
部
に
改
め
、
生

活
文
化
を
廃
止
、
英
語
英
文
の
定
員
を
半
減
し
て
、
人
間
文
化
学
科

・
生
活
福
祉
文
化
学
科
・
生
涯
発
達
心
理
学
科
を
新
設
す
る
。

京
都
・
神
戸
の
女
子
大
が
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
型
の
立
地
を
生
か
し

て
い
る
の
に
対
し
て
、
大
阪
の
女
子
大
は
郊
外
分
散
的
で
孤
立
し
た
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努
力
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
私
鉄
沿
線
で
み
る
と
阪
急
京
都
線
に
梅

花
、
京
阪
線
に
大
阪
国
際
女
子
、
近
鉄
奈
良
線
に
大
阪
樟
蔭
、
南
海

高
野
線
に
帝
塚
山
学
院
、
高
野
線
に
河
内
長
野
で
接
合
す
る
近
鉄
長

野
線
に
大
谷
女
子
。
地
域
で
み
る
か
、
短
大
を
含
め
て
女
子
系
で
み

る
か
、
学
科
・
偏
差
値
で
み
る
か
。
女
子
大
五
校
を
ま
と
め
て
も
統

計
的
な
意
味
し
か
な
い
の
が
、
大
阪
の
特
色
で
あ
る
。

七□

女
子
大
か
ら
み
た
大
阪

大
阪
北
部
は
神
戸
へ
も
京
都
へ
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。
関
関
同
立

に
数
え
ら
れ
る
関
西
大
じ
た
い
が
同
・
立
と
関
学
の
動
き
を
に
ら
み

な
が
ら
動
い
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
共
学
で
は
追
手
門
大
、
大
阪
経

済
、
大
阪
学
院
が
あ
る
。
女
子
大
は
梅
花
だ
け
だ
が
、
大
規
模
短
大

も
多
い
。
金
蘭
（
千
七
百
人
）、大
阪
成
蹊
（
千
四
百
八
十
人
）、大
阪

青
山
（
共
学
九
百
人
）、大
阪
学
院
大
短
大
部
（
共
学
八
百
人
）
な
ど

が
あ
る
。
こ
う
し
た
背
景
を
考
慮
し
て
、
梅
花
女
子
の
減
少
は
女
子

大
の
先
端
的
な
指
標
に
は
な
る
。
入
試
志
願
者
が
激
減
し
、
入
試
の

志
願
者
数
が
推
薦
に
近
づ
い
て
お
り
、
総
志
願
者
数
が
定
員
の
二
倍

を
切
っ
て
い
る
。
ほ
ぼ
全
員
合
格
の
状
態
で
あ
る
。
し
か
も
定
員
の

一
〇
％
以
上
を
割
り
込
ん
だ
。
梅
花
は
九
七
年
に
比
較
文
化
・
人
間

福
祉
を
新
設
し
た
が
、
比
較
文
化
は
英
米
文
と
食
い
合
い
に
な
っ
て

い
る
。
来
年
は
人
間
科
学
を
新
設
す
る
も
の
の
、
類
似
の
新
学
科
が

あ
ち
こ
ち
で
設
置
さ
れ
て
い
る
か
ら
受
験
生
へ
の
浸
透
が
カ
ギ
に
な

る
。大

阪
国
際
女
子
は
、
京
阪
線
沿
い
に
短
大
・
女
子
大
・
共
学
の
大

阪
国
際
大
を
展
開
し
て
い
っ
た
。沿
線
に
は
摂
南
大
や
関
西
外
語
大
、

並
行
す
る
Ｊ
Ｒ
学
研
都
市
線
に
は
大
阪
産
大
が
あ
り
、
京
都
に
入
る

と
同
志
社
女
子
が
あ
る
。
上
位
校
・
共
学
校
の
な
か
で
苦
戦
を
強
い

ら
れ
て
い
る
。
学
研
都
市
線
は
そ
の
ま
ま
東
西
線
を
経
由
し
て
阪
神

間
に
接
続
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
地
元
受
験
生
の
流
出
の
誘
因

に
も
な
っ
て
い
る
。

大
阪
樟
蔭
女
子
は
在
阪
女
子
大
の
な
か
で
は
優
位
を
占
め
て
い

る
。
学
芸
学
部
は
国
文
・
英
米
文
・
食
物
・
被
服
・
児
童
と
い
う
従

来
の
構
成
の
ま
ま
。
香
芝
市
に
あ
る
樟
蔭
女
子
短
大
（
日
本
文
化
史

・
日
本
文
学
・
英
米
語
・
人
間
関
係
、
五
百
七
十
人
）
の
不
振
学
科

を
整
理
し
て
女
子
大
に
吸
収
す
る
と
い
わ
れ
、
改
組
の
可
能
性
も
あ

る
。大

阪
南
部
で
は
堺
市
の
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
か
ら
東
側
に
続
く
南

河
内
地
区
に
キ
ャ
ン
パ
ス
が
散
在
し
て
い
る
。
定
員
に
対
す
る
志
願

者
の
順
に
並
べ
る
と
、
関
西
福
祉
科
学
大（
一
四
・
八
）、桃
山
大（
九

・
七
八
）、四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
（
九
・
二
）、大
阪
芸
大
（
六
・
四

三
）、南
大
阪
大
（
三
・
八
七
）、プ
ー
ル
学
院
（
二
・
二
）。関
西
福
科

・
南
大
阪
・
プ
ー
ル
は
短
大
か
ら
四
大
を
立
ち
上
げ
た
。
福
祉
人
気
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を
受
け
た
か
ど
う
か
で
明
暗
を
分
け
て
い
る
。
帝
塚
山
学
院
は
住
吉

区
の
高
級
住
宅
地
か
ら
移
転
し
た
。
九
八
年
に
短
大
を
廃
止
し
、
人

間
文
化
学
部
を
新
設
し
た
。
事
態
打
開
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
大
谷

女
子
も
阿
倍
野
区
か
ら
移
転
し
た
。
来
年
よ
う
や
く
文
学
部
（
国
文

・
英
文
・
幼
児
教
育
）
に
新
学
科
を
設
け
る
。
新
設
・
改
組
転
換
が

正
し
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
変
化
に
対
応
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
疑

問
が
あ
る
。

八□

今
後
の
展
開

経
営
優
先
の
大
学
間
競
争
が
ど
う
な
る
か
。
金
融
再
編
に
お
け
る

破
綻
・
廃
業
・
合
併
と
い
っ
た
メ
ガ
・
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
み
じ

め
な
結
果
を
見
て
い
る
だ
け
に
、
大
学
の
体
力
・
実
力
を
考
え
る
と

危
険
度
は
高
い
。
短
大
の
再
編
が
、
人
文
系
の
縮
小
、
資
格
・
実
学

系
の
重
視
と
い
う
方
向
へ
進
ん
で
い
く
と
、
専
門
学
校
と
の
競
合
と

い
う
よ
り
、
短
大
の
専
門
学
校
化
へ
と
傾
斜
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
た

と
え
ば
京
阪
神
地
区
に
あ
る
定
員
二
百
人
未
満
の
短
大
が
美
容
系
の

学
科
を
新
設
す
る
。
同
系
統
で
は
東
京
八
王
子
に
山
野
美
容
芸
術
短

大
（
九
二
年
開
学
）
が
あ
る
だ
け
の
稀
少
学
科
。
有
名
な
講
師
陣
を

確
保
し
た
と
い
う
か
ら
既
存
の
専
門
学
校
に
と
っ
て
も
驚
異
で
あ

る
。
こ
う
し
た
流
れ
が
多
方
面
に
拡
大
し
て
い
く
と
、
高
卒
・
専
門

学
校
と
い
う
ラ
イ
ン
が
崩
れ
、高
学
歴
化
は
い
っ
そ
う
促
進
さ
れ
る
。

同
時
に
、
人
文
・
家
政
な
ど
教
養
系
は
四
大
化
な
い
し
統
合
・
縮
小

の
波
に
の
み
こ
ま
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

女
子
大
再
編
の
経
営
的
ト
レ
ン
ド
は
、
女
子
教
育
の
柱
と
な
っ
て

い
た
文
学
・
家
政
・
教
育
か
ら
い
か
に
ス
マ
ー
ト
に
脱
却
す
る
か
に

か
か
っ
て
い
る
。武
庫
川
女
子
の
人
気
学
科
の
ひ
と
つ
に
文
学
部「
人

間
関
係
」
学
科
が
あ
っ
た
。
心
理
学
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
な
ど
を

は
や
く
か
ら
採
り
入
れ
て
い
た
。
来
春
、
こ
の
学
科
は
定
員
を
増
や

し
て
「
人
間
」
学
科
に
生
ま
れ
変
わ
る
。
人
間
関
係
学
科
は
甲
南
女

子
・
光
華
女
子
に
も
あ
る
。
文
学
部
内
部
で
の
社
会
科
学
志
向
を
表

し
て
い
た
。
ひ
と
つ
の
エ
ポ
ッ
ク
は
家
政
短
大
を
改
組
し
て
九
六
年

に
新
設
さ
れ
た
京
都
文
教
大
の
人
間
学
部
で
あ
る
。
文
化
人
類
学
と

臨
床
心
理
を
、
高
名
な
学
者
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
と
し
て
立
ち
上

げ
た
。
九
九
年
の
定
員
に
対
す
る
志
願
者
数
は
一
二
・
八
倍
に
達
す

る
。
文
教
の
場
合
は
、
女
子
系
か
ら
の
脱
皮
を
「
人
間
」
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
で
表
し
た
が
、
女
子
大
で
は
マ
イ
ナ
ー
イ
メ
ー
ジ
を
カ
バ

ー
す
る
効
果
も
期
待
さ
れ
た
。
大
阪
国
際
女
子
、
神
戸
女
学
院
は「
人

間
科
学
部
」
を
設
置
し
て
お
り
、
梅
花
は
二
〇
〇
〇
年
に
人
間
科
学

科
を
新
設
す
る
。
「
人
間
文
化
学
部
」
は
九
八
年
帝
塚
山
学
院
に
開

設
さ
れ
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
が
新
設
す
る
。

む
ろ
ん
、
こ
の
傾
向
は
女
子
大
に
限
ら
ず
四
大
中
位
校
の
傾
向
で

も
あ
っ
た
（
天
理
・
追
手
門
は
人
間
学
部
、
甲
子
園
・
京
都
学
園
は
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人
間
文
化
学
部
）。ま
た
、
文
学
部
か
ら
「
人
文
」
学
部
へ
の
改
称
も

多
い
。
相
愛
（
八
四
年
）、京
都
精
華
（
八
九
年
）、神
戸
学
院
（
九
〇

年
）、聖
和
（
九
五
年
）、神
戸
山
手
（
九
九
年
）
の
ほ
か
、
帝
塚
山
は

人
文
科
学
部
（
九
九
年
）
を
称
し
て
い
る
。
既
存
の
文
学
部
な
い
し

は
統
合
・
改
組
し
た
短
大
や
教
養
の
資
源
を
も
と
に
、
心
理
学
・
社

会
学
や
環
境
・
福
祉
・
情
報
と
い
っ
た
今
日
的
な
要
素
を
加
え
て
再

編
成
す
る
と
き
、包
括
的
な
名
称
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
が「
人
間
」

「
人
文
」
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
総
合
性
と
と
も
に
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス

の
性
格
を
強
く
持
っ
て
い
る
。
悪
く
い
え
ば
、
何
を
学
ぶ
の
か
が
学

部
・
学
科
名
で
は
分
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。

女
子
大
で
あ
る
こ
と
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
成
功
し
て
い
る

女
子
大
は
な
い
。建
学
理
念
や
歴
史
的
理
由
で
女
子
を
維
持
し
つ
つ
、

学
部
・
学
科
は
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
が
促
進
さ
れ
て
い
る
。
経
営
が
理

念
に
優
先
す
れ
ば
、
共
学
化
は
止
め
ら
れ
な
い
。
京
都
・
大
阪
で
は

女
子
大
の
併
設
校
を
含
め
て
女
子
高
の
共
学
化
が
進
ん
で
い
る
の
で

あ
る
。
同
時
に
、
文
学
部
離
れ
は
加
速
さ
れ
て
い
る
。
既
存
の
資
源

を
活
用
し
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
限
界
が
み
え
は
じ
め
る
と
、
新
規
領

域
へ
の
開
拓
が
は
じ
ま
る
。同
女
・
京
女
が
新
設
す
る「
現
代
社
会
」

学
部
は
、
伝
統
的
な
女
子
大
の
資
源
に
は
ほ
と
ん
ど
依
存
し
て
い
な

い
。
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
心
理
学
に
た
と
え
れ
ば
、
「
人
間
」
は
「
図
」

で
あ
り
「
現
代
社
会
」
は
「
地
」
で
あ
る
。
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
し
た

「
人
間
」
を
反
転
さ
せ
る
と
「
現
代
社
会
」
に
な
る
。
エ
ッ
シ
ャ
ー

的
「
だ
ま
し
絵
」
の
世
界
と
で
も
い
お
う
か
。
も
は
や
、
女
子
大
は

「
女
子
大
で
は
な
い
」
こ
と
を
標
榜
し
始
め
て
い
る
。

－４６－




